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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　９月　２６日　(金)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　田村　広恵　　記録者　本川　沙織　　　

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	上野
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	年休
	○
	○
	準夜
	CD留守
	○
	CD留守
	CD留守
	○
	公休

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	○
	公休
	深夜
	深夜
	公休
	○
	公休
	準夜
	公休
	○

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	玉木
	前田
	天間
	田中
	松山
	油津
	

	Ａ留守
	○
	年休
	業務
	業務
	○
	公休
	　学校
	業務
	業務
	CD留守
	

	相馬
	和田
	似鳥

	○
	公休
	準夜


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・中間サマリー、ケアプロセス、二軸評価をまだ行っていないスタッフは早急に行うようにして下さい。

・各研修案内が来ています。参加希望のスタッフは、自分で申し込んでください。

・うみねこ幸房より、ランチを食べに来て下さいとの事です。行った事のないスタッフも是非食べに行って見ましょう。

＜患者様連絡事項＞

・荒屋敷　チエ様～昨日、スタッフ付添いで日赤病院眼科受診しています。今後は、右白内障手術予定となっています。

　　　　　　　　　10/7　 11：00　スタッフ付添い（医事からお金・診察券・保険証もらう）

　　　　　　　　　10/17　11：00　スタッフ付添い　

 　　　　　　　　 10/30  16：00　御家族のみ受診 　

　　　　　　　　　11/13　当院退院　　　 


11/14　手術　4泊5日の入院予定

　

※保護者はあくまでもパナマ在住の息子様です。弟様は、荒屋敷様の事を息子様より

　口頭で言われてるそうですが、本人様にもしもの事があったらトラブルになりかねない

ので、きちんと委任状を作成して頂き、紙面で残しましょう。ひきつづき、連絡とって

行きます。　　　　

・鈴木　サダ様～昨日、甥様と主治医面談行っています。御家族の言い分としては

　　　　　　　　①こちらは被害者なのに、何故加害者側が謝罪しないのか。

　　　　　　　　②何故、相手側を呼べないのか。本人がだめなら家族を呼ぶのは

　　　　　　　　　当然だろう。


③相手家族に謝ってもらうまでは自分は納得いかない。うやむやに

　　　　　　　　　しない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　④病院の決まりは自分には関係ない。警察に訴える事も考えている。

　　　　　　　　とのことでした。　

※御家族より、連絡があった場合は、電話ではなく直接病院の方へいらして頂く様説明

　して下さい。

※話しがまとまらず、納得していただけないのであれば、「納得のいくサービスが受けら

　れる所へ入所してはいかがですか」と説明して下さい。納得がいかないと話しているの

　なら、一人で処理せずSGMへ密に報告しましょう。

・大沢　とくゑ様～排尿時、尿混濁みられ尿検査施行しています。亜硝酸塩+1であり、

　　　　　　　　　抗菌剤（サワシリン）3C　3×1　本日昼より臨時処方となっています。至急扱いで、採血・尿培養指示あり、施行しています。排尿量

　　　　　　　　　尿性状・水分摂取状況確認していきましょう。症状改善されなければ来週月曜日主治医へ報告し、他科受診するべきか相談していきましょう。

・峰田　満男様～毎食時、食塩がついてきています。市民病院入院中、排尿量が多いこと

　　　　　　　　から排尿抑制の為、追加されていたそうです。食塩がはいっている現在

排尿量多めで経過されています。特に食塩を摂取している状態と摂取し

ない状態で排尿量に差がでるか、確認していきたいと思います.来週

主治医へ再確認していきましょう。

・板垣　富蔵様～水分補給時、むせこみあり嘔吐見られています。主治医報告し、むせこ

みと感冒からくるものとの事で、消化器官用剤（ナウゼリン）3×1　

3日分臨時処方となっています。ひきつづき、バイタルサイン測定・

　　　　　　　　嘔吐・嘔気の有無を観察していきましょう。むせこみに関しては、小さ

　　　　　　　　いスプーンで摂取して頂くと軽減するとの事ですので、食事の際は

　　　　　　　　小さいスプーンで摂取して頂きましょう。

＜事故報告・検討＞

・鳥谷部　國光様～昨日、入浴中に椅子から転倒し右眉2ｃｍ裂傷しています。主治医報告にて、イソジン消毒・ファスナート固定・ガーゼ保護の処置施行しています。

9月29日(月)まで、そのまま様子観察とのことです。

御家族へは連絡済みです。

原因：入浴介助スタッフは、クレードル（機械浴）では、事故発生する可能性があると

あえて判断し、歩行安定している患者様が使用する入浴用の椅子に座らせた。

　　　使用するものを取るため、一瞬でも患者様から目を離してしまった。

今後どうしていくべきか

・介護（入浴介助）経験が豊富な人が入浴介助をしていく。しかし、新人も入職して

　くること、勤務状況により経験豊富な人がいないときもあると考える。入浴に限らず、転倒リスクの高い患者様への介助は、スタッフ二人で行うべきである為、最初から最後までつきっきりで行って行く。使用物品は近くに用意してから介助して行く。

・カンファレンス等で、介護（介助）技術の勉強をし、全スタッフがしっかりと行える様

　統一した介助が必要である。

　　　







